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岡山城東高校合唱部部長 万代百香 
 
今回の中国大会まで、私たちは「自分で歌

う」ということを分かっていなかった。指揮

者がいなければつまらない歌しか歌えない集

団だった気がする。だけどそれではいけない

事に気がついた。それでは中国大会の壁は越

えられないし、本当に人の心に残る歌は歌え

ないのだ。 
特に今年の自由曲は日本語、立原道造の十

四行詩の世界を、三善晃の音楽の世界を、ど

こまで理解し、どこまで表現できるかが課題

であった。先生に頼り、答えを求める事は楽

である。しかし、それでは「城東合唱部」の

歌にはならないのだ。一人一人から溢れ出る

「心」があってこそ、私たちの歌 が出来るの

だ。残念ながら全国へは届かなかったものの、

確実に私たちは新しい世界への一歩を踏み出

せたと思う。 

大会後、メンバーも新たになった。 
今後の舞台でも指揮者に「歌わされる」こ

となく、私たちの歌を、他でもない私たち自

身で歌いたい。聴いて下さる人たちを幸せに

出来るように。 
☆ 岡山県勢の成績 ☆ 

ノートルダム清心女子大学グリークラブ 銀 
コール・ゆうぶんげん 金 
レディースアンサンブル 銅 
Ｊ―ｄｕｒ 金 
合唱団こぶ 銀 
岡山市立上道中学校合唱部 金 
高梁市立高梁中学校音楽部 銀 
総社東中学校合唱団グリー 銀 
総社西中学校コーラス部 銀 
山陽女子高等学校コーラス部 銅 
倉敷青陵高等学校コーラス部 銅 
岡山城東高等学校合唱部 金 
 

９／２２（日）・２３（月）島根県民会館大ホール  

                             
 コンクールでのお楽しみはなんと

言っても審査員の先生の講評です。今回

は発声講習会でもおなじみ大志万明子

先生と雨森文也先生のおもしろくてた

めになる夫婦漫才講評でした。後ろに

座っておられるのがお目付け役（？）皆

川達夫先生。 
「音楽作りは、指揮者だけにまかせて

頼るのではなく、合唱のほうもここの和

音がこんなに面白い、とかこのｐは強い

のか悲しいのかを感じるのが大事。音色

は最終的に作るものであり、顔の表情で

決まる。だから音色はわざわざ作るもの

ではなく、心で感じていれば自然に表出

するもの」考えさせられますね。 
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(２)２００３年１月２０日 Ｔｕｔｔｉ トゥッティ 

日 時：平成１４年１２月１日（日） 

場 所：シンフォニーホール／イベントホール 

日 程：合唱団クリニック（午前の部） 

① 桑田中学合唱部 

② ポット・マム 

③ 玉野市民女声合唱団 

④ 岡山大学グリークラブ有志 

⑤ コール・ゆうぶんげん 

みんなで歌おう！（午後の部） 

 

午前の部♪新実先生のご指導を受けて 
ポット・マム 今城 淑子 

私たちポット・マムは、２年前の定期演奏会で、

たまたま新実先生の組曲「花に寄せて」を演奏し

ていたものですから、このたび先生のご指導を受

けることができるということで、身のほど知らず

ではありましたが、思いきって参加を申し込みま

した。 

 一生懸命歌ってはみたものの、練習不十分で出

来も悪く、新実先生にはたいへん申し訳ないこと

だったと思います。 

 大切と感じたのは、楽譜をしっかり読み込んで、

楽譜に忠実に歌うということ。当然のことなのに、

とても難しいです。 

 また、他の団の演奏を聴かせていただいたとき、

どのように歌えば作曲者の意図、心が表現できる

かという、先生のご指導の前と後とでは見違える

ように変わったので、本当にびっくりしてしまい

ました。 

 何はともあれ、かの有名な先生に直接ご指導い

ただくことができ、指揮者、伴奏者、団員一同、

とてもよい勉強になりました。コーラスをするも

のにとって、何ものにも代えがたい思い出として

心に残ることと思います。 

 今後は、この貴重な経験を活かし、今までより

少しでもよいコーラスができるように努力してい

きたいと感じた次第です。 

午後の部♪みんなで歌おう！に参加して 
岡山大学混声合唱団グリークラブ 村上有希 

 去る 12 月 1 日、新実徳英先生をお招きして合

唱講習会が行われました。午前中は全部で５つの

合唱団が参加して合唱団クリニックが行われまし

た。午後からは新実先生が作曲をなさった十代の

ための二部合唱曲集『白いうた青いうた②』をテ

キストに、参加者と先生が一緒に歌う「新実先生

と歌おう」という講習が行われました。 

新実先生は非常に気さくな方で、ユーモアを交

えながら先生自身のお話や、少し専門的な音楽の

お話などをされました。午後の部の講習会で、私

は僭越ながらタンブリンをたたくという大役を仰

せつかり、大変緊張しながらたたいていました。

これも非常に良い思い出になり、これからも歌を

歌っていく上での良い経験になりました。最後に

先生が講習会を受講していた皆さんからの質問に

答えて閉講となりました。 

ご多忙の中、わざわざ講習にお越しいただいた

新実先生に感謝の意を表すとともに、ますますの

ご活躍を期待しています。最後に、午後の部を通

して歌う楽しさをほかの合唱団の皆様や新実先生

と共有でき、充実した講習会にできましたことを

心から感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 

紅葉にはまだ早い時期ではありましたが、奥津

渓谷の絶景を眺めながら、倉吉に向かいました。

「道中、おしゃべりし過ぎて声をからしちゃダメ

よ」との戒厳令のもと、女３人…ならぬ、２５人、

遠足気分の私たちでした。 
 会場の倉吉未来中心ホールは、まだ真新しくて

美しく、たいへん立派なところでした。練習のほ

か、ステージリハーサルまで、きちんと組んで下

さって。とても安心して、

翌日の本番を迎えるこ

とができました。 
 全国から集まってき

た様々な合唱団の熱気

に、少々気おくれしない

でもなかったですが、い

ざステージに上がって

みると、ホールの音響に

も助けられ、極めて心地

よく歌うことができま

した。ピアノ前奏の最初

の音が鳴ったとたん、私たちの気持ちがピッと集

中することができたことは、とても素晴らしい経

験でした。もっともそれは、常にそうあるべきな

のでしょうが…。コンクールなどの緊張したス

テージとは、またひと味違う思い出になりました。 
 演奏の面だけでなく、夕食には、新鮮な海の幸

に舌鼓をうったり、空き時間には、レンタサイク

ルで、近辺を散策したり、また青空市では、巨大

な大根が２本１５０円！

に、主婦の目を輝かせたり

したのも、楽しいひととき

でした。 
 すべての進行において

気持ちよく過ごせました

のは、何と言っても、地元

の皆さんの優しい心遣い

のお陰です。関係の皆々様

に感謝を申し上げつつ参

加報告とします。 

 

 

 

森脇 英樹 

（１） 事業報告について 

毎年 4 月に総会が行なわれ、資料として事

業報告・活動計画・会計報告が提案されま

すが、今までは事実あるいは数値の報告だ

けで、それに対する評価・判断の記述はあ

りませんでした。 

やはり事業報告については反省と評価、活

動計画についてはその方針、会計について

も特徴的な事柄を簡単な内容でいいです

から文章として表記したほうが県連の 1

年の動きがよりわかりやすくなると思い

ます。年間の Tutti 掲載の内容をまとめる

ことで対処できるのではないでしょうか。 

（２） 音楽著作権に関する研修会の開催 

たとえば、次のような場合、著作権との関

連はどうなるのでしょうか。 

①プログラムやチラシに歌詞を掲載する 

 こと 

②絶版になった楽譜をコピーして使用 

 する場合の手続き 

③作詞者もしくは作曲者が権利を 

 JASRAC に委託していない作品を 

 演奏する場合 

加盟団体の皆様の中にも作詞・作曲・編曲

をして作品を作る方がいらっしやいます

し、近年著作権を始め知的所有権に対する

意識が高まってきています。既によくご存

知の方もいらっしやるとは思いますが、私

はこのような音楽著作権の基本的な内容

と今日の動向について学びたいと考えて

います。 

皆様のご意見をお聞きかせください。 

 

 

 

 去る１１月２３日に滋賀県のびわ湖ホールで開催

された全国大会を聴きに行きました。びわ湖ホール

は響きの良い素晴らしいホールでした。大学Ａの途

中から入り一般Ａを聴きましたが、やはり全国大会

に出場するだけのことはあって、どの合唱団も感動

できる演奏をされていました。 

 聴いてくれる人が「感動できる演奏」にするため

には、歌う方は「伝える」ことが大事です。でも何

をどのようにして伝えるのか…というのはとても難

しいな、と感じています。（大志万先生も講習会では

度々言われていますが…）今回の全国大会では、日

本語がとても美しく胸を打つもの、音色の変化がす

ばらしい演奏が多かったので、自分が歌っていく上

で考えさせられることが多くとても勉強になりまし

た。 （事務局 筈尾 多美） 



(４)２００３年１月２０日 Ｔｕｔｔｉ トゥッティ 

 平成 15 年度予定行事 

 5/24（土） 春期合唱講習会 ／鏡野町ペスタロッチ館 

 5/25（日） 春期合唱講習会 ／岡山市内（未定） 

 6/ 8（日） 第 56 回岡山県合唱フェスティバル 

  ／岡山シンフォニーホール 

 7/ 6（日） 第26回全日本おかあさんコーラス中国支部岡山大会 

  ／岡山市立市民文化ホール 

 8/10（日） 第 56 回岡山県合唱コンクール 

  ／岡山シンフォニーホール 

 
 
 
 

２００３年の幕開けです。 

たまちゃん、ベッカムさま、癒し系田中

さん、すくすく愛子さま・・・など、昨年

はほのぼのニュースもたくさんありました

が、きな臭い事件も進行しました。 

 新しい年は平和で穏やかな年になるとよ

いですね。 

連盟の行事も意欲的な取り組みがたくさ

んありますので、事務局一同がんばってま

いります。本年もどうぞよろしくお願いい

たします。 

 

 
 

 

 

 平成 15 年度合唱コンクール課題曲とし

て使用される「合唱名曲シリーズ No32」 

の申込についてご案内いたします。 

 ○販売価格 １冊／１,０００円 

 ○版元直送 ３０冊以上申し込まれた 

 団体へは出版元より直送 

 いたします。 

 ○発 行 日 平成 15 年３月 10 日 

 ○締 切 日  ２月５日（水） 

 冊数，連絡先を明記のうえ 

 葉書，FAX，電子メールで 

 事務局まで，お申し込み下 

 さい。 

 ○お支払い 定例総会にて 

○そ の 他 追加購入（４月以降随時）， 

 返本（６月末まで）は 

 事務局宛にお願いいたしま 

 す。 

 ○申 込 先  岡山県合唱連盟事務局 

  ♪住所  〒700-0084 

 岡山市津島桑の木町 

 2-2-404 

  ♪FAX  086-214-6559 

♪E-mail yahmada@po1.oninet.ne.jp 

 
 
 

と き  平成１５年１月２６日(日)  １５時開演 
ところ  くらしき作陽大学聖徳殿 
曲 目  女声合唱とピアノのためのやわらかいいのち 

－思春期心身症と呼ばれる少年少女たちに－ 
ア・カペラ女声合唱のための「絵の中の季節」 

     アポリネールの詩による無伴奏女声合唱曲「白鳥」 
入場料  ５００円(前売り３００円) 
問い合せ ０９０－９５４５－９４９８ （植村） 

と き 平成１５年１月２５日（土） １８時３０分開演

ところ ノートルダム清心女子大学カリタスホール 
曲 目 MISSA SIMPLEX 

女声合唱のための組曲「旅」 
Ｃａｔｓ 

入場料  無料

問い合せ ０９０－７７７２－５７５４（松本）

 

編集後記 (^o^)丿 
なんとか発行にこぎつけました、５２号。 
ふぅっ。（安堵の溜息）毎回ひやひやしながら作って

おります。なかなか原稿集めがたいへん。。。という

ことで、連盟の行事についての原稿はその場で依頼

書と原稿用紙をお渡ししますので、「え～っ！」と言

われずに楽しい「Ｔｕｔｔｉ」作りのために、ご協

力をお願いいたします。 
☆ 演奏会情報掲載を希望される団体は 

演奏会名、会場、入場料、問合せ先などを明記し

てください。 
☆ 投稿も歓迎します！ どしどしお寄せください。 
次号の発行／６月上旬 ⇒ 原稿締め切り／４月末日 

投稿のあて先は編集局へ！ 
〒７０３－８２０４ 
岡山市雄町４８７－１ 筈尾 多美 
Ｅ－ｍａｉｌ：tamicchi@palette.plala.or.jp 
Ｆ Ａ Ｘ ：０８６－２７９－８２１１ 

コンサートのごあんない 
・・・みんなできてね！ 




